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賓
の
河
原
例
大
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L
、
心
 

く 
に に己 

み 泉
の
 

揺
ら
め
く
“
ろ
う
そ
く
％
 

た
ち
込
め
る
“
香
煙
（
 

供
養
を
唱
え
る
“
読
経
一
 

ふ
だ
ん
物
静
か
な
老
松
に
囲
ま
れ
た
小
高
い

丘
の

一
角
も
こ
の
日
ば
か
り
は
人
、
人
、
人
の

列
が
後
を
絶
た
な
い
。
 

出
店
の
小
屋
が
建
ち
、
イ
タ
コ
が
集
り
、
夜

を
徹
す
る
。
川
倉
奏
の
河
原
地
蔵
尊
の
例
大
祭

だ
。
 

地
蔵
堂
内
は
、
真
新
し

い
着
物
に
着
せ
替
え

ら
れ
た
お
地
蔵
様
が
お
だ
ん
ご
、
手
ぬ
ぐ

い
、
 

ぞ
う
り
な
ど
を
携
え
た
善
男
善
女
を
圧
倒
し
、
 

無
言
の
対
話
を
す
る
。
 

約
千
二
百
年
前
、
慈
覚
大
師
が
地
蔵
を
作
っ

て
以
来
信
抑
さ
れ
続
け
て
来
た
津
軽
の
霊
場
は
、
 

い
つ
の
頃
か
ら
か
イ
タ
コ
が
集
り
、
近
郷
近
在

は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
の
信
抑
者
も
集
め
、
ジ

ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
と
数
珠
の
音
と
と
も
に
独
特
の
口

調
で
黄
泉
の
国
の
声
を
口
寄
せ
す
る
。
 

年

一
回
は
、
こ
う
し
て
亡
く
な
っ
た
我
が
子

や
最
愛
の
連
れ
と
出
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
 

1

川
倉
賓
の
河
原
前
夜
祭
で
の
イ
タ
コ
の

口
寄
せ
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進む公園整備と観光 
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金
木
町
の
観
光
の
中
枢
は
、
 

太
宰
治
と
風
光
明
婿
な
県
立
芦

野
公
園
。
そ
の
整
備
も
年
々
少

し
ず
つ
進
ん
で
き
ま
し
た
。
 

公
園
整
備
は
、
太
宰
碑
の
建

立
さ
れ
た
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

本
格
化
し
、
暦
史
民
俗
資
料
館

や
桜
松
橋
の
建
設
、
太
宰
橋
を

含
め
た
遊
歩
道
の
整
備
と
着
実

に
進
展
し
て
来
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
今
ま
で
の
太
宰
碑

を
軸
と
し
た
周
辺
の
整
備
が
、
 

今
年
度
は
、
桜
松
橋
を
渡
っ
た

休
眠
状
態
に
あ
る
対
岸
を
自
然

景
観
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
延
長

し
よ
う
ー
と
は
じ
め
て
整
備
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
に
遊
歩
道
は
、
幅
 
 

約
一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
二
千
百

二
十
八
メ
ー
ト
ル
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
理
的
に
広
い

芦
野
公
園
の
一
角
を
散
策
す
る

だ
け
の
も
の
で
、
起
伏
し
湖
面

に
映
え
る
自
然
景
色
を
雄
大
に

観
賞
す
る
に
は
必
ず
し
も
満
足

で
き
る
も
の
で
な
く
、
今
年
の

整
備
は
、
将
来
公
園
を

一
周
で

き
る
散
策
コ
ー
ス
の
足
が
か
り

と
し
て
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
 

「芦
野
公
園
の
特
色
は
、
な
ん

と
し
て
も
雄
大
な
背
景
と
地
勢

の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
美
に
あ

る
。そ
し
て
春
は
五
月
の
観
桜
会
、
 

花
火
大
会
、
夏
の
舟
遊
び
、
秋

の
き
の
こ
狩
り
な
ど
で
知
ら
れ

る
芦
野
公
園
は
、
総
面
積

一
三

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り

（湖
面
を
 

含
む
）
の
広
さ

の
巾
に
湖
沼
と

小
丘
と
松
林
と

そ
の
問
に
値
え

ら
れ
た
桜
と
が

調
和
の
と
れ
た

白
然
美
を
現
わ

し
、
湖
沼
の
公

闘
、
松
の
公
園

と
も
い
わ
れ
て

い
る
。」
（
郷土

史
よ
り
）
 

県
立
芦
野
公
園
の
景
勝
は
、
 

今
か
ら
約
「
一
百
年前
の
元
禄
十

年
（
西
歴
一
六
九
七
年
）
に
始

ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

金
木
新
田
開
拓
の
折
に
着
工

さ
れ
た
藤
枝
溜
池
築
堤
工
事
が

そ
れ
で
、
築
堤
以
前
は
、
小
さ

な
小
川
が
流
れ
て
い
た
に
す
ぎ

ず
ま
っ
た
く
の
原
野
と
想
定
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
 

そ
の
後
、
桜
を
植
栽
し
増
植
。
 

昭
和
五
十
年

に
芦
野
池
沼
群

県
立
自
然
公
園
の
指
定
を
受
け
、
 

現
在
で
は
桜
千
七
百
本
、
松
千

本
、
梅
八
十
本
が
湖
と
と
も
に

四
季
折
々
の
自
然
美
を
呈
し
、
 

訪
れ
る
人
を
魅
r
さ
せ
て
い
ま

す
。
 

県立芦野公園の整備が観光に及ぼ

す影響は計り知れないと言われる中

で、町では今年、観光費に五千二百

万円の予算を計上し、整備に乗り出

しました。 

(
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8
月
4
日
（
月
）
は
れ
 

午
前
6
時
起
床
。
今
日
も
暑

い
一
日
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
異
常
低
温
で
稲
の
遅
れ
が

目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
猛
暑
で

一
日
も
早
く
生
育
を
取
り
戻
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
願
わ

ず
に
い
ら
れ
な
い
。
 

午
前
8
時
釦
分
！
山
勤
。
各

課
の
決
裁
と
と
も
に
課
長
た
ち

と
事
務
打
合
せ
。
1
0時
3
0分
ー
 

芦
野
公
園
遊
歩
道
の
延
長
に
基

く
現
地
踏
査
。
 
（吊
橋
を
渡
っ

て
の
故
歩
道
路
も
餐
の
河
原
が
 

公
園
整
備
の
う
ち
、
金
中
跡

地
の
利
用
も
欠
か
せ
な
い
要
因

で
現
在
児
童
公
園
と
し
て
計
画
 

ぐ
っ
と
近
く
な
っ
た
感
が
す
る

木
陰
も
多
く
避
暑
に
は
良
い
。）
 

役
場
へ
帰
っ
て
昼
食
す
る
も
来

客
者
多
し
。
 

午
後
1
時
廿
自
然
休
養
村
管

理
七
ン
タ
ー
で
自
衛
隊
協
力
会

総
会
に
出
席
。
陸
上
白
衛
隊
幹

部
の
ご
臨
席
を
得
て
あ
い
さ
つ
 
 中

。
B
&
G
プ
ー
ル
と
と
も
に

町
民
の
憩
の
場
づ
く
り
が
本
格

化
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
公
園

整
備
と
相
ま
っ

て
観
光
P
R
も

盛
ん
で
、
 
“観

光
元
年
あ
お
も

り
ー
と
し
て
の

象
徴
青
森
県
観

光
物
産
館
「
ァ

ス
パ
ム
」
 
の
完

成
は
、
県
内
の

観
光
の
中
枢
と

し
て
注
目
を
集
 

す
。
2
時
廿
役
場
3
階
会
議
室

一

に
て
国
民
健
康
保
険
連
営
協
議

一

会
。
高
額
医
療
患
者
の
増
加
と

と
も
に
医
療
費
の
急
増
が
国
保

財
政
を
圧
迫
。
基
金
の
取
り
く

ず
し
な
ど
で
今
後
の
国
保
運
営

も
苦
し

い
。
願
わ
く
ば
病
気
の

予
防
で
思
者
の
波
少
を
ク
 

3
時
3
0分
廿
巾
里
町
役
場
町
長

室

へ
。
静
和
園
の
増
築
に
関
す

る
管
理
者
会
誰
。
 
（2
5名
の
増

員
で
米
年
4
刀
開
園
予
定
、
寝

た
き
り
老
人
に
は
吉
報
。
）
 

5
時
3
0分
I
帰
宅
。
 
 

め
、
話
題
を
独
占
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
中
で
金
木
町
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
金
木
デ
ー
な
ど
観
光

立
町
を
め
ざ
す
当
町
も
観
光
協

会
、
商
工
会
な
ど
と

一
体
と
な

っ
て
大
々
的
に
参
画
し
町
の
宣

伝
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。
 

相
撲
フ
ァ
ン
待
望
の
町
営
相

撲
場
が
さ
る
八
月
二
H
、
園
内

に
完
成
し
、
修
被
式
を
行
っ
た

あ
と
、
翌
三
日
に
“
こ
け
ら
落

と
し
ー
と
し
て
「
第
4
8回
青
森

県
相
撲
選
手
権
大
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
 

県
相
撲
連
盟

（原
田
一
実
会

長
）
が
主
催
し
、
昭
和
六
年
か

ら
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
大
会

は
、
炎
犬
の
下
に
町
内
外
の
相

撲
フ
ァ
ン
ら
約
二
千
人
が
詰
め

掛
け
、
出
場
し
た
十
ニ
チ
ー
ム

約
九
十
人
の
選
手

一
人
ひ
と
り

の
心
・
技
・
体
に
見
人
っ
て
い

ま
し
た
。
 

完
成
し
た
施
設
は
、
県
立
芦

野
公
園
内
招
魂
堂
裏
側
の
休
眠

状
態
に
あ
る
池
を
埋
め
立
て
、
 

総
1
1費
が
二
千
万
n
六
十
三
万
 

し
か
し
、
行
革
も
影
響
し
て

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
の
観
光
開

発
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な

り
、
施
設
づ
く
り
以
上
に
観
光

客
の
感
性
に
訴
え
る
も
の
が
観

光
立
町
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

刊
、
 
一
千
人の
観
客
を
収
容
で

義
葛
芝
張

り
の
桟
敷
を
有
し
、
広

さ
が
二
、
二
七
五
平
方
メ
ー
ト

ル

（
六
八九
坪
）
。土
俵
の
上
屋

を
支
え
る
赤
・
緑

・
白
・
黒
の
 
 そ

れ
ぞ
れ
四
つ
の
柱
は
、
直
径

五

ー
セ
ン
チ
。
上
屋
の
頂
点
ま

で
七

・
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
 

照
明
設
備
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
 

相
撲
E
国
青
森
県
の

一
翼
を

担
う
金
木
町
は
、
過
去
に
全
国

青
年
相
換
大
会
三
年
連
続
優
勝

や
大
相
撲
力
L
の
輩
畠
な
ど
数

々
の
栄
光
と
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
東
北

学
童
相
撲
大
会
で
嘉
瀬
小
学
校

が
優
勝
し
て
お
り
後
継
者
育
成

も
順
調
で
、
こ
の
施
設
の
完
成

に
よ
り

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
 

盛
ん
な
観
光

P
R
 

観光立町をめざし 

キャンペーン 
町長 

日記 

アスパムで行われた“金木デー 

'
!I
！
三
I
!
!！
●
ー
！
“
●
！!
'
i
I●
！
！
●
‘
I
●
…
●
！!！
●
！

三
！
‘
!‘
…
》

！
●
三
！
●
」●
！
三
I
'
!

!
!
!
!

！
三
．
“
!
!

！
ー
！」
‘
 

」
ー
‘！
ー
ー
！
！
ー

‘
，'、
.J
 一

 
一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

【
 

一
 

一
 

一
 

一
 

】
 

園
内
に
町
営
相
撲
場
が
完
成
 

8 月 3 日行われた“県相撲大会” 
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】ン
ャ

ン
 

J
A
N
コ
ー
ド
 

何
が
ど
れ
だ
け
売
れ
た
か
を

把
握
す
る
シ
マ
模
様
 

食
品
や
日
用
雑
貨
品
を
買
う

と
、
シ
マ
模
様
の
ラ
ベ
ル
が
付

い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
 

お
気
付
き
で
す
か
。
こ
れ
は
「
ど

の
商
品
が
ど
れ
だ
け
売
れ
た
か
」
 

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
付
け

ら
れ
た
コ
ー
ド
で
、
そ
の
仕
組

み
は
国
際
間
で
取
り
決
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
 

ニ
種
類
あ
る
 

J
A
N
コ
ー
ド
 

日
本
の
商
品
に
付
い
て
い
る

コ
ー
ド
は
、

J
A
N
(
J
ap
a
n
e
 

se
 
Ar
t
i
c
r
 zにョ
ber
)
 

コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の

J
A
Nコ
ー
ド
は
、

P
 

O
s
（
ポイ
ン
ト

・
オ
ブ
・
セ
 

ー
ル
ス

I
販
売
時
点
情
報
管
理
）
 

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
店

で
売
上
管
理
な
ど
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
 

P
O
s
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
い
る
店
で
は
、
光
学
式
自
動

読
み
取
り
方
式
の
レ
ジ
ス
タ

ー
 

で

J
A
Nコ
ー
ド
を
読
み
取
っ
 

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
送
り
、
 

販
売
時
点
で
、
何
が
い
く
つ
売

れ
た
か
を
正
確
に
迅
速
に
把
握

し
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
商
品
に
つ
い
て

い
る

J
AN
コ
ー
ド
は
、
大
き

く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一

つ
は
メ
ー
カ
ー
ゃ
発
売
元
で
ラ

ベ
ル
ゃ
包
装
材
に
印
刷
さ
れ
る
 

「
ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ
」
。
も
う
 

ー
つ
は
小
売
店
な
ど
で
ラ
ベ
ル

を
印
刷
し
て
商
品
に
は
り
つ
け

る
、「イ
ン
ス
ト
ア
マ
ー
キ
ン
グ
」
 

で
す
。
 

ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ
は
 
「ど

こ
の
国
の
、
ど
の
商
品
メ
ー
力
 

ー
の
、
ど
の
商
品
か
」
を
表
示

す
る
も
の
で
、
太
さ
の
遠
う
縦

線
（
バ
ー
）
が
異
な
る
間
隔
で

並
ん
で
シ
マ
模
様
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
下
に
十
三
け

た
（
標
準
タ
イ
プ
）
か
、
八
け

た

（
短縮
タ
イ
プ
）
の
数
字
が

並
ん
で
い
ま
す
。
 バ
ー
は
い
ろ

い
ろ
な
組
み
合
せ
で
下
の
数
字

字
と
同
じ
こ
と
を
表
示
し
て
い
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畑
作
の

基
幹
作
物
と
し
て

定
着
し
た
金
木
産
“

え

び
す
か
ぼ

ち
ゃ
ー
の
出
荷
が

平
年
よ
り

十
日
、
昨
年

よ
り
七
日
遅
れ
の

七
月
二

十
六
日
か
ら
始
ま
り
、

よ

う
や
く
最
盛
期
を

迎
え
ま
し

た
。
 

金
木
産
“え

b
す
か
ぼ
ち
ゃ
ー
 

は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
遊
休

畑
を
利
用
し
て
、
低
迷
す
る
水

稲
以
外
に
副
業
と
し
て
農
家
所

得
の
向
上
を
図
ろ
う
ー
と
喜
良

市
地
区
で
は
じ
め
ら
れ
、
傘
で

は
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
作
付
。
 

年
間
約
三
百
ト
ン
の
収
量
を
上

げ
、
糖
度
と
コ
ク
の
あ
る
味
の
 

一
 

良
さ
か
ら
県
内
外
か
ら
引
く
手

あ
ま
た
の
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
 

今
年
の
生
育
状
況
は
、
五
月

の
低
温
に
よ
り
成
長
が
遅
れ
た

一
番
果
に
変
形
が
多
く
、
六
月

上
句
の
ヤ
マ
セ
と
降
霜
の
影
響

で
一
時
生
育
が
停
帯
。
平
年
に

比
べ
て
十
日
遅
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

一
個
一
個
 

磨
き
上
げ
 

栽
培
は
、
 一
株
の
根
に
品
質

向
上
の
た
め
お
お
む
ね
六
個
を

目
途
に
着
果
さ
せ
、
 一
個
一
個

を
メ
ロ
ン
マ
ッ
ト
な
ど
で
保
護

し
ま
す
が
、
変
形
防
止
や
着
色

効
果
を
上
げ
る
た
め
、
床
返
し

や
つ
る
回
し
の
作
業
を
繰
り
返

す
根
気
の
い
る
仕
事
も
多
い
だ

け
に
、
収
護
期
に
な
る
と
喜
び

も
ひ
と
し
お
。
最
盛
期
を
迎
え

た
出
荷
は
、
 一
個
一
個
き
れ
い

に
磨
き
上
げ
、
 一
箱
（十
キ
ロ
）
 

に
形

・
色
・
イ
ボ
の
有
無
な
ど

を
選
別
し
四
、
六
個
箱
詰
め
さ

れ
ま
す
。
 

昨
年
よ
り
 

や
や
安
値
 

今
年
の
取
引
価
格
は
、
昨
年

の
十
キ
ロ
当
り
平
均
二
千
百
円

よ
り
ゃ
ゃ
安
値
の
千
七
百
円

、
 

干
八
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

時
期
的
に
九
州
方
面
の
か
ぼ
ち

ゃ
と
代
っ
て
出
回
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
が
本
番
。
東
京

・
名
古

屋
方
面
の
市
場
価
格
を
気
に
し

な
が
ら
も
作
付
農
家
は
出
荷
作

業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

トラックで出荷される“えびすかぼちゃク 
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あ
い

さ
つ

運
動

」
ー
金
木
町教
育
委員
会
廿
 

〇
朝
お
き
た
ら
家
族
で
 

“お
は
よ
う
）
 

〇
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 
“

お
は
よ
う
（
 

〇
学
校
で
、
職
場
で
 

“お
は
よ
う
）
 

(
 

⑤ 金木だより 川川皿川I 	 

成
育
が
順
調
な
葉
た
ば
こ
栽

培
で
下
葉
の
収
穫
が
最
盛
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
 

更
生
部
落
と
川
倉
地
区
を
中

心
に
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
さ

れ
年
間
二
億
円
農
業
と
な
っ
た

葉
た
ば
こ
は
、
 一
本
の
苗
か
ら

二
十
七
、
八
枚
の
収
穫
が
で
き
、
 

下
葉
、
中
葉
、
本
葉
、
天
葉
の

順
に

一
枚
一
枚
が
商
品
。
現
在

下
葉
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
 
 て

い
ま
す
。
 

今
年
の
葉
た
ば
こ
は
、
春
先

き
の
異
常
低
温
で
水
稲
と
同
じ

く
成
長
が
遅
れ
た
も
の
の
以
後

の
好
天
で
生
育
を
取
り
直
し
、
 

平
年
並
み
か
そ
れ
以
上
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

葉
た
ば
こ
は
収
穫
か
ら
乾
燥
、
 

梱
包
ま
で
一
枚
一
枚
が手
問
仕
事

で
、
雪
の
降
る
十
二
月
中
句
ま

で
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
収
穫
時
 

電
話
交
換
手
と
し
て
金
木
警

察
署
へ
勤
め
、
も
う
す
ぐ
3
ケ

月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

職
場
が
職
場
だ
け
に
緊
張
の

毎
日
で
し
た
が
、
周
囲
の
や
さ

し
い
人
達
の
励
ま
し
で
よ
う
や
 
 期

が

一
番
忙
し
く
、
し
か
も
好

天
時
の
作
業
と
な
る
た
め
、
な

か
な
か
の
重
労
働
。
汗
だ
く
の

仕
事
に
毎
日
精
を
出
し
て
い
ま

す
。
 

く
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
係
を
ま
ち
が
え
て
電
話
を
継

い
だ
り
失
敗
も
多
い
で
す
。
 

趣
味
は
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
、
ト

シ
ち
ゃ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
見

て
来
ま
し
た
。
最
近
は
料
理
も
 

収
穫
さ
れ
た
大
き
な
葉
た
ば

こ
は
、
特
殊
な
機
械
で
ロ
ー
プ

に
結
び
乾
燥
小
屋
に
ズ
ラ
リ
と

吊
さ
れ
選
別
と
梱
包
を
待
ち
ま

す
。
 

少
々
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
得
意

で
す
。
高
校
時
代
剣
道
（
一
一段
）
 

を
た
し
な
ん
で
い
て
、
た
ま
に

母
校
へ
遊
び
に
行
っ
て
は
後
輩

達
と
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
 

休
日
は
友
達
と
車
で
海
な
ん

か
へ
行
き
ま
す
が
、
私
に
免
許

が
な
い
の
で
ぜ
ひ
取
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
通
勤

に
も
使
え
る
で
し
ょ
 
。

白

動
車
は
ミ
ラ
が
好
き
で
す
。
 

好
き
な
タ
イ
プ
は
や
さ
し
さ

と
厳
し
さ
を
、
う
ま
く
使
い
分

け
る
人
が
い
い
で
す
ね
。
2
3歳

ま
で
は
結
婚
も
 
？
。
 
 

ま
す
。
 こ
の
J
A
N

コ
ー
ド
は

財
団
法
人
流
通
シ
ス
テ
ム
開
発

セ
ン
タ
ー
内
の
流
通
コ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
に
申
請
、
登
録
さ
れ
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
J
 

A
N

コ
ー
ド
の
普
及
に
よ
っ
て

消
費
者
が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
 

】
レ
ジ
が

正
確
で

！
 

【
 

早

く
な
る
一
 

P
O
s
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
る
店
で
は
、
レ
ジ
で
の
計

算
が
早
く
な
り
、
し
か
も
正
確
 
 

で
、
レ
シ
ー
ト
に
は
買
い
上
げ

た
商
品
名
が
打
ち
出
さ
れ
て
、
 

分
か
り
ゃ
す
く
な
る
こ
と
。
 

ま
た
、
小
売
店
の
段
階
で
は

販
売
情
報
を
正
確
、
迅
速
に
つ

か
む
こ
と
に
よ
っ
て
商
品
の
品

切
れ
が
な
く
な
り
、
新
鮮
な
商

品
を
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
 

ま
た
最
近
は
、
P
O
s
シ
ス

テ
ム
を
採
用
す
る
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
が

急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
消
費

者
が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま

し
ょ
、つ
。
 

順
調
な
葉
た
ば
こ
 

ー
下

葉
の
収

穫
ー
 

金木昭和町 

小野美奈子さん 

(19才）やぎ座（AB型） 
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一
 

さ
る
七
月
十
六
・
十
七
日
の

二
日
間
、
愛
知
県
岡
崎
市
で
開

催
さ
れ
た
“
第
8
回
安
全
狩
猟

全
国
射
撃
大
会
4
で
栄
町
の
角

田
美
佐
男
さ
ん
（
4
1才
）
が
A
 

ク
ラ
ス
個
人
優
勝
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。
 

角
田
さ
ん
は
町
内
で
も
指
折

り
の
射
撃
名
手
と
し
て
猟
友
会

員
か
ら
推
さ
れ
、
県
予
選
を
な

ん
な
く
パ
ス
。
全
国
大
会
で
は
 

子
ど
も
た
ち
の
手
作
リ
に
よ

る
ね
ぶ
た
運
行
を
ー
。
と
さ
る

八
月
十
日
ー
十
二
日
の
三
日
間

喜
良
市
地
区
で
十
三
台
の
手
づ

く
り
ね
ぶ
た
が
出
陣
し
、
子
ど

も
と
大
人
が

一
体
と
な
っ
て
短

い
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

こ
の
ね
ぶ
た
運
行
は
、
地
区

内
十
三
の
単
位
子
ど
も
会

（
町

内
単
位
）
が
組
織
し
て
い
る
喜

良
市
子
ど
も
会
連
合
会
が
主
催

し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

今
年
で
ち
ょ
う
ど
十
年
目
、
今

で
は
喜
良
市
の
ク
伝
統
行
事
カ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ね
ぶ
た
作
り
は
、
子
供
た
ち

が
マ
ン
ガ
本
や
写
真
な
ど
を
持

ち
寄
っ
て
ク
出
し
物
ク
を
決
め
 

青
森
県
勢
唯

一
の
入
 

賞
者
で
し
か
も
個
人
 

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
全
国
各

地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た

一
九
八
名
が

参
加
し
、
七
十
五
点

満
点
。
こ
の
う
ち
角

田
さ
ん
は
ト
ラ
ッ
プ
 

A
ク
ー
フス
で
七
＋
】
一
 

発
を
命
中
さ
せ
、
日
頃
の
椀
前
本
 
 

下
絵
か
ら
絵
付

け
ま
で
完
成
。
 

お
父
さ
ん
ら
の

仕
事
は
骨
組
み

や
張
り
付
け
な

ど
で
親
子
が

一

体
と
な
っ
て
十

日
余
リ
で
仕
十

げ
ま
し
た
。
 

運
行
最
終
日

の
十
二
日
は
合

同
運
行
で
、
午

後
七
時
旧
喜
良

市
小
学
校
の
空

地
に
会
員
二
百

人
の
ほ
か
、
高
 

「
り

校
牛
リ
ー
ダ
ー
、
裏
方
と
し
て

頑
張
っ
た
育
成
会
の
お
母
さ
ん
 
 

『
 

k
 

。
 

。
 

『
 

g
 

帥
 

。
 

。
 

イ
 
あ
り
あ
わ
せ
の
野
菜
で
手
軽

一
に
で
き
て
、
今
の
季
節
に
妓
適

咽
な
“
原
田
風
中
華
サ
ラ
ダ
4
金

ら
総
勢
五
百
人
が
集
合
し
て
運

・A
木
農
協
婦
人
部
に
所
属
し
て
い

行
開
始
。
子
ど
も
た
ち
は
武
者
一

る
原
田
さ
ん
の
あ
っ
さ
り
料
理

給
や
劇
直
な
ど
の
ね
ふ
た
を
【

r
の
一
品
で
す
c
 

ヤ
ー
レ
、
ヤ
ー
レ
」
 
と
元気
な
函
 

▽
材
料
 

」
」蒜
翼
裾
二
？
「つ

り
 

お
盆
で
帰
省
中
の
県
外
就
職

・
叫人
参
 

者
も
参
加
し
て
子
供
た
ち
と

一
加
玉
ね
ぎ
 

小

一
個
 

噛
浮
濠
り
合
って
は
ね
て一社
っ
油
 

」
」
些
 

で
十
五
日

・
十
六
日
。
金
木
で

イ
塩
 
少

々

十
五
日
ー
十
七
日
の
三
日
間
の
一
片
栗
粉
 
少

々

日
程
で
そ
れ
ぞ
れ
運
行
さ
れ
、
 」
 
▽
作
り
方
 

短
い
夏
の
夜
の

一
刻
を
楽
し
み
取
 
①
鶏
肉
を
ニ
セ
ン
チ
位
に
切

ま
し
た
。
 

一
り
、
1
7栗
粉
を
塗
し
て
ゆ
で
ま
 
 す

。
き
ゆ
う
り
は
塩
で
板
ず
り

し
た
後
、
乱
切
り
に
し
、
人
参

も
乱
切
り
に
し
て
、
さ
っ
と
熱

湯
を
か
け
ま
す
。
玉
ね
ぎ
は
輪

切
り
に
し
て
塩
で
よ
く
も
み
、
 

水
洗
い
を
し
て
水
気
を
と
り
ま

す
。
②
●
に
砂
糖
、
し
ょ
う
油
、
 

ご
ま
油
を
入
れ
て
和
え
、
冷
蔵

庫
に
入
れ
て
少
し
冷
や
し
て
出

来
上
り
で
す
。
 

▽
コ
ツ
と
応
用
 

中
華
サ
ラ
ダ
は
、
冷
や
し
た

方
が
夏
に
は
い
っ
そ
う
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
 

喜良市のねぶた 

角
田
美
佐
男
さ
ん
 

射
撃
で
全
国
優
勝
 

愛銃を手に喜びの角田さん 

発
揮
し
ま
し
た
。
 

~．~．,...．~．~．，●一，~．●一・●．・”・・．“ーー・ ’『 “ ’・ ・・ “ ’『”~~‘， 

『
 

欧
 

。
 

一
 

一百
グ
ラ
ム

…
中
二
本
 

中

一
本
 

小
さ
じ

一
 

い
ま
し
た
。
 

十
砂
糖
 

ま
た
、
ね
ぶ
た
は
嘉
瀬
地
区
画
ご

ま
油
 

小
さ
じ
一
一

大
さ
じ

一
 

少
々
 

議原田風中華サラダ議 

藤枝 原 田 き なさん‘5? ?688 



預
貯
金
の
利

息
を
運
川
基
金

と
し
て
新
聞
や

牛
乳
配
達
な
ど

で
働
き
な
が
・
ら

勉
強
し
て
い
る

感
心
な
少
年
達

を
励
ま
そ
う
ー
。
 

と
金
木
町
働
く

少
年
の
た
め
の

の
基
金
が
こ
の

ど
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
基
金
制

度
は
、
町
村
合

併
三
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
 

発
足
し
た
も
の
で
、
教
育
委
貝

会
が
主
体
と
な
っ
て
広
く
預
託

金
を
募
集
。
現
在
」
六
十
五
万
 

，
円
が
集
っ
て
い
ま
す
。
 

預
託
金
は
一
日

一
万
円
以
L
 

と
し
、
も
ち
ろ
ん
払
い
戻
し
は

白
由
。
子
ど
も
た
ち
の
頓
張
リ

と
思
い
や
り
の
気
持
、
元
気
で

や
さ
し
い
心
を
育
て
る
た
め
、
 

皆
さ
ん
か
ら
預
託
金
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

問
い
合
せ
先
 

金
木
町
働
く
少
年
の
た
め
の
基

金
管
理
連
営
委
貝
会
 

役
場
教
育
委
貝
会
内
 

電
話
5
31
2
1
1
1
内
4
8
 

働く少年のための基金 雁謡募集中 

（
 

一
 

夏
の
成
人
式
と
し
て
恒
例
に
な
っ
た
「
成
人
を
祝
う
会
」
 

が
、
さ
る
八
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
今
年
度

百
四
十
五
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
、
古
川
町
長
ら
の
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。
 

1妬人が大人の 
仲間入り 

金木だより II川川川mlIII 	 

今
年
の
成
人
村
象
者
は
昭
和

四
ト

ー
年
生
ま
れ
の
男
六
十
．
ニ

人
．
女
八
十
二
人
の
」
四
十
ん

人
で
会
場
に
は
、
お
盆
で
帰
省

し
た
新
成
人
を
含
め
約
百
．.．十

人
が
山
席
し
ま
し
た
。
 

“
祝
う
会
ク
は
、
古
川
竹
夫

町
長
が
「
法
律
的
に
も
国
家
の

一
員
と
し
て
重
要
な
権
利
と
義

務
を
与
え
ら
れ
、
今
後
の
貴
任

感
あ
ふ
れ
る
ご
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
沢
田
茂

町
議
会
議
長

や
斉
藤
司
青
年
団

長
ら
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
成
人
を
代
表
し
 
 て

気
仙
聡
美
さ
ん
が
「
川
家
社

会
の
．
貝
と
し
て
郷

L
を
愛
し

町
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
ま
す
「」
 

と
謝
辞
を
述
べ
決
意
を
新
た
に
 

水
稲
の
育
苗

ハ
ウ
ス
を
利
川

し
て
三
爪
輪
作
を
ー
。
と
蒔
田

の
田
中
孝

一
さ
ん

（
銘
才
）
方

で
は
、
①
水
稲
の
育
苗
②
ト

マ

ト
③
キ
ヌ
サ
ヤ
エ

ン
ド
ウ
。
と

出
稼
ぎ
解
消
に
向
け
た
三
つ
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

生
産
者
米
価
据
置
き
な
ど
低

迷
す
る
稲
作

の
中
で
、
田
中
さ

ん
は
、
水
稲
以
外
で
農
業
所
得

を
向
L
さ
せ
串
稼
ぎ

の
解
消
を

図
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
思

案
。
現
有
の
育
苗

ハ
ウ
ス
を
利

用
し
て
畑
作
に
取
リ
組
み
ま
し

た
。
 

現
在
の
ト
マ
ト
栽
培
を
手
掛

け
た
の
は
五
十
六
年
で
、
そ
れ

以
前
は
、
セ
ロ
リ
や
プ

ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
手
さ
ぐ
り
状
態
で
挑

戦
。
反
収
の
良
い
ト

マ
ト
栽
培

の
情
報
を
得
て
、
思
い
切
っ

て

切
リ
替
え
ま
し
た
。
 

「作
リ
万
が
ぜ
ん
ぜ
ん
分
か

ら
な
い
の
と
半
促
成
ト
マ
ト
を

手
掛
け
た
の
で
値
く
ず
れ
が
出
、
 し

て
い
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
久
し
ぷ
リ
に
会
う

友
達
同
L
な
ご
や
か
に
懇
談
し

新
成
人
を
祝

い
ま
し
た
。
 

収
益
面
で
も
失
敗
の
連
続
で
し

た
。
」
と
田
巾
さ
ん
。
 

そ
れ
で
し
い
ろ
い
ろ
な
人
の

話
を
聞
く
な
ど
栽
培
法
を
勉
強
。
 

L
壌
改
良
、
肥
料
の
ま
き
方
な

ど
徐
々
に
マ
ス
タ
ー
し
、
五
十

九
年
頃
か
ら
関
東
方
面
の
出
荷

で
軌
道
に
乗
リ
畠
し
ま
し
た
。
 

現
在

ハ
ウ
ス
八
棟
．
約
千
百

平
方
メ
ー
ト
ル
に
半
促
成
と
夏

秋
ト

マ
ト
を
半

々
作
付
し
、
実

績
も
L
々
。
昨
年
か
ら
農
協
青

年
部
の
仲
問
も
増
え
今
年
は
 
「
 

県
水
稲
ガ
苗
施
設
利
用
促
進
モ

デ
ル
事
業
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
 

・

、
 

ま
た
今
年
か
ら
ト

マ
ト
の
後

作
に
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
を
植

え
て
三
重
輪
作
に
取
リ
組
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
 
「
ト
マ

ト
栽
培
で

一
市
場
を
確
保
し
た

い
。
三
垂
輪
作
は
今
後
の
課
題

で
す
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

今
で
は
出
稼
ぎ
も
な
く
反
収

二
百
万
円
を
目
標
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。
 

と
か
ら
更
に
四
人
の
仲
問
が
増

え
、
田
中
さ
ん
が
指
導
し
、
現

在
ト

マ
ト
の
収
穫
に
忙
が
し

い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
 

一
葡
餅
舗
鉛
弁
熟
”
““煎
馴
“
煎“
論
 

亜
器
亜
議
稀
作
を
ク
ー
「
 

‘
ー
［
苗
ハウ
ス
で
収
穫
時
期
を

見
る
田
中
さ
ん
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戸
籍
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窓
 
（
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謝
違
延
垣
艇叙
 

七

月
届
出
 

（
田
中
 
光悦

（
重
光）
喜
良
市
 

夏
は
食
中
毒
の
季
節
で
す
。
 

暑
く
湿
気
も
多
い
時
期
は
細
菌

の
増
殖
が
活
発
に
な
る
か
ら
で

す
。
昔
か
ら
食
中
難
を
防
ぐ
た
 

め
色
々
の
方
法
が
と
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
例
え
ば
臭
い
を
喚
ぐ

と
か
、
塩
、
熱
を
使
う
と
い
っ

た
事
で
す
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も

有
効
で
、
か
な
り
の
効
果
が
あ

リ
ま
す
。
 

し
か
し
困
っ
た
事
に
こ
れ
で

万
全
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
臭
い

で
も
塩
で
も
防
ぎ
切
れ
な
い
も

の
に
、
夏
最
と
も
多
い
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
菌
に
よ
る
感
染
型
食
中

毒
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
菌
は
戦

後
、
大
阪
で
シ
ラ
ス
干
し
か
ら
 
 発

見
さ
れ
、
塩
分
に
強
い
性
質

の
た
め
好
塩
菌
と
云
わ
れ
た
事

が
あ
リ
ま
し
た
。
当
然
の
事
に

海
産
物
か
ら
多
く
出
ま
す
。
以

前
我
々
の
病
院
で
イ
カ
の
塩
r
 

か
ら
こ
の
菌
を
見
つ
け
た
事
が

あ
リ
ま
し
た
。
 

仲
々
今
迄
の
常
識
だ
け
で
食

中
毒
を
防
ぎ
切
れ
な
い
の
は
、
 

も
う
ー
つ
の
常
識
に
盲
点
が
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
冷
蔵
庫

の
過
信
で
す
。
最
近
、
家
庭
用

の
も
の
も
大
型
に
な
リ
、
 一
週

問
分
位
の
食
料
は
詰
め
ら
れ
る

程
に
な
リ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

細
菌
は
、
こ
の
位
の
冷
た
さ
で

死
滅
し
ま
せ
ん
。
た
だ
殖
え
な

い
だ
け
で
す
。
 

そ
れ
に
一
度
扉
を
開
く
と
中

の
温
度
は
急
激
に
上
昇
し
、
外

気
と
同
じ
位
に
な
リ
、
閉
じ
て

も
暫
く
は
下
り
ま
せ
ん
。
こ
の

間
に
菌
は
殖
え
る
の
で
す
。
か
 

塩
を
し
て
あ
る
か
ら
と
云
っ

て
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
。
た
だ

こ
の
菌
は
熱
に
弱
く
火
を
通
せ

ば
安
全
で
す
。
も
っ
と
も
塩
辛

や
刺
身
は
煮
る
人
は
あ
ま
り
い

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。
ブ

ド
ウ
球
菌
に
よ
る
毒
素
型
中
毒

も
ち
ょ
っ
と
厄
介
で
す
。
無
臭

の
毒
素
で
熱
に
も
強
い
か
ら
で

す
。
少
々
怪
い
か
ら
と
煮
な
お

し
て
も
下
痢
、
腹
痛
が
始
ま
る

事
が
あ
り
ま
す
。
 

リ
に
一
週
間
分
の
食
料
を
入
れ

た
と
し
ま
す
。
 一
日
最
低
三
、
 

四
回
は
扉
を
開
く
で
し
ょ
う
。
 

一
日
、
二
日
は
回
数
も
少
く
、
 

大
し
た
事
は
な
い
で
し
ょ
う
が
 

最
后
に
取
リ
畠
す
分
は
二
十
回
 

か
ら
三
ト
回
暖
め
ら
れ
る
勘
定
 

で
す
。
こ
の
問
に
細
菌
は
徐
マ

に
増
え
ま
す
。
 

い
く
ら
食
中
毒
を
起
す
菌
で

も
極
く
少
数
で
は
大
し
た
事
は

あ
リ
ま
せ
ん
。
大
量
に
な
っ
て

始
め
て
食
中
毒
を
起
し
ま
す
。
 

こ
ん
な
訳
で
、
冷
蔵
庫
の
中
で

も
長
期
間
経
過
し
た
も
の
は
要

注
意
で
す
。
 

幸
い
こ
れ
ら
の
菌
に
よ
る
食

中
毒
は
重
症
に
は
な
リ
ま
せ
ん

が
、
 一
番
良
い
予
防
法
は
早
く

喰
べ
る
事
で
す
。
新
鮮
な
う
ち

に
腹
に
収
め
る
事
が
最
と
も
確

実
で
あ
リ
、
又

一
番
美
味
く
喰

べ
る
方
法
で
も
あ
リ
ま
す
。
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